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通期業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ

Ⅰ．通期業績予想の修正

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 13 年 11 月 20 日の中間決算発表時に公表した平成 14 年３月

期（平成 13 年４月１日～平成 14 年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたします。

記

１． 平成 14 年３月期通期業績予想の修正 （ 平成 13 年４月１日～平成 14 年３月 31 日 ）

（１）連結 （単位：百万円）

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ）

（平成 13 年 11 月 20 日 発表）
29,000 1,600 650

今回修正予想（Ｂ） 29,300 1,650 880
増減額（Ｂ－Ａ） 300 50 230
増減率 1.0% 3.1% 35.4%

前期（平成 13 年３月期）実績 28,983 1,704 534

（２）単独 （単位：百万円）

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ）

（平成 13 年 11 月 20 日 発表）
20,600 930 350

今回修正予想（Ｂ） 20,250 1,140 △ 190
増減額（Ｂ－Ａ） △ 350 210 △ 540
増減率 △ 1.7% 22.6% －

前期（平成 13 年３月期）実績 20,432 1,023 514

２． 修正の理由

（１）連結においては、アジア子会社の好調持続により売上高ならびに経常利益は微増となり、当期

純利益では単独において当期純損失となったことに伴う法人税等調整額の減少により、前回発表

予想を大幅に上回る見込みであります。

（２）単独においては、化粧品部門の好調により工業用界面活性剤の落ち込みをカバーした結果、売

上高では微減となったものの、経常利益では全社的なコストダウン効果とヘアカラー新製品の増

収により、前回発表予想を相当上回る見込みであります。しかしながら、米国子会社の遊休資産

の処分による特別損失発生に伴い、子会社株式評価損約 13 億円を計上することとなりましたの

で、当期純利益の前回発表予想を修正いたします。

Ⅱ．配当予想の修正

平成 14 年３月期の業績は前述のとおり非常に厳しい結果が見込まれることから、誠に遺憾なが

ら、当期の期末配当予想を下記のとおり修正することといたします。

（単位：円）

１ 株 当 た り 配 当 金

期 末 配 当 金 年 間

前回発表予想

（平成 13 年 11 月 20 日 発表）
5.00 10.00

今回修正予想 3.00 8.00
（ご参考）前期の配当金額 10.00 10.00




